東京都図画工作研究会新人研修会公開授業
研修テーマ「図工で培う力を考える」―新学習指導要領をふまえた授業改善―

図画工作科学習指導案　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時：平成21年6月19日（金）　５校時
学　年：1年２組　末原　香織学級　〈23名〉

指導者：目黒区立五本木小学校　鈴木　陽子

１　題材名「色とあそぶ」　A表現（１）　A表現（２）　45分

２　題材の目標

　　　感覚や気持ちを生かしながら色を選び、思いのままにかくことを楽しみながら発想し、自分の表し方を考えて表す。

３　題材について

　　　1年生の子どもたちは、さまざまなもの、こと、人とのつながりの中で、形や色を介して興味のある対象に全身で働きかけ、思いのままに試したり、心地よさを感じたりしてつくりだすことや見ることを楽しんでいる。クレヨンですきなものをいっぱいかく、つなげて絵のお話を広げる。友だちといっしょにたくさんの木片を並べる、積む、その子のリズムやバランスが生まれる。友だちの活動から新たな思いを広げる。土塊をひねりだす行為や感覚から自分の形をとらえ、イメージが広がる。はさみで思いのままに切る心地よさを味わいながら、自分の形や表し方をみつける、つくりだす。子どもたちのつくりだす行為とその過程には、一人一人の表現の思いに応じた造形的な試みがたくさん見られる。
　　　本題材は、子どもが100色の絵の具と出会い、自分の好きな色を選び、あつめ、つくるなど、色に働きかけ、働きかけられながら思いのままにぬりこめていくことを楽しむ過程で、思い付いたことを自分の表し方を考えて表すという活動である。
　　　好きな色を手につけて紙の上にそっとおく。紙がゆれて色が動いたことから、面白いと感じる。違う色をのせて、いったりきたりする色の動きを楽しむ。まだまだ何かがおこりそうだ。さらに色をぬり重ねてみる。身体と色が一体になって動く中から新しい色や形が生まれる。自分でいいと感じることが刻々と変化する。行ったり来たりたたずむ道筋の中で、一瞬の自分だけの実感をこめて「ありえるんだ！」と自問する。
色とかかわることを通して子どもが自ら動き、出会い、からだで感じ、心を動かし、イメージを探る自らのプロセスをつくりだすことを大切に考えた。また色や形に対する自分の感覚や気持ちを生かせることは子どもにとって楽しいことである。その楽しさが新たな思いへの原動力となり、自らの直感や感性を働かせ、自分の力で新しい自分や世界をつくりだそうとする姿に重なっていくことを願い、本題材を設定した。

〈子どもが感性を働かせ、自らのプロセスをつくりだすために本題材で配慮したこと。〉

色や形について・・・感覚や気持ちを生かしながら色に働きかけられるよう１００色の共用絵の具を準備し、たっぷりの色をぬり広げる感覚や活動を通して、子どもが自分の色や形の感じをとらえるようにする。
イメージ、子どもの思いについて・子どものかただと色が応答する、様々な試みの過程で発想を広げるようにするために、次々と変化する自分の色や形の感じからイメージがつくりかえられていくことに柔軟に対応する。

創造的な技能について・・・子どもが思い付いた方法をすぐに試すことができるような環境（色・紙・筆の種類）と、材料や用具を活用できる時間を確保し、様々な試みを無心になって行う中から新たな色や形、自分の表し方をつくりだす、感じたことを生かしながら表せるなどができるようにする。

かかわりについて・・・活動の過程で、友だちの表現や感じ方や考え方、表し方等気付きの交流ができる環境（机の配置、材料の置き方など）を考えた。教師は子どもの内にある力をみつめながら、共感的な指導を行う。
　４　準備　教　師：共用の絵の具、筆、刷毛、段ボール板（大きさや形を数種類）、ぞうきん、名札

　　　　　　子ども：汚れてもいい動きやすい服装
５　題材の評価規準

	造形への感心・意欲・態度☆
	発想や構想の能力★
	創造的な技能□
	観賞の能力■

	色に進んで働きかけながら、思いのままに表すことを楽しむ。　　　　　　　
	思い付いたことを試しながら、変化する色や形の感じから発想を広げる。
	様々な試みの過程から自分の表し方をつくりだす。
	作品や活動から感じたことを話したり、聞いたりして形や色の表し方の面白さに気付く。


６　共通事項

　思いのままに色をぬったりかいたりする感覚や活動を通して形や色をとらえ、自分のイメージをもつ。

７　活動の流れ

	時
	　　　　　子どもの活動
	　・指導上の留意点　　☆★□■評価

	　５
３５

　５　　　　　　　
	1 １００色の絵の具を使い、好きな色を選んで表すことを知り、活動への期待をもつ。　　　　　　　
　　　　　　　
自分の好きな色を選び、段ボール板に手や刷毛でぬり広げる。

「好きな青をたっぷり手につけて、ぐいっと色を広げる。気持ちがいい。」

「ちがう色をおいてみよう。」
「紙の形に手を動かして色がひろがっていく。」
2 様々なことを試しながら、自分の色や形の感じをとらえる。
「筆で、てんてんをおいたらにぎやか」
「好きな色がたくさんで、たのしいかんじ」

「ここはひゅうひゅう、風がふくかんじ。」
3 自分や友だちの表現に触ながら新たに思い付いたことを表していく。
4 自分の作品に簡単な言葉を添える。

「くらい色をあつめてうごくようにかいたら、さむい夜のオーロラ」

「いろんな色で、いそがしい工場だ」
「やさしい色がいっぱい　おかあさんにありがとうのきもち」
	・段ボール板に好きな色をぬり広げ、自分の色の画用紙をつくり、ぬったり、かいたりすることを提案する。
・子どもが今の気持ちを大切にして色を選ぶ、身体全体の感覚を働かせ、色をぬり広げるようにする。

・表しながら思い付いたことを試している活動の過程から、子どもが働かせている力をよみとる。

☆色に進んで働きかけながら思いのままに表している
★思い付いたことを試しながら、変化する色や形の感じから発想を広げる。
・子どもが自分の色や形の感じをとらえるよう、たずねたり活動やつぶやきなどに共感的に寄り添いながら、一人一人のイメージと形や色の感じとの関係を見取り、活動の展開を図れるようにする。
・表したい思いに合わせて、色づかいや筆使い、紙の大きさや形を考えて表し方を考えているその子らしい表しかたをみとる。
□様々な試みの過程から自分の表し方をつくりだす。
■自分の作品に題名をつけたり、作品や活動から感じたこと、考えたことを話したり聞いたりして表現のよさや面白さに気付く。（活動の過程で、すでに子どもたちの気付きの交流が行われているので形式的に行うことは避ける）



思いのままに色をぬりひろげることを楽しむ











色や形の感じをとらえ表し方を考えて表す











感じたこと、考えたことに言葉を添える、話す、見る














